
(57)【要約】

【課題】読取率を高める。

【解決手段】磁気ストライプを有するカードを人為的に

カード挿入部に挿入し、この挿入時または引抜き時の少

なくとも一方に磁気ストライプの磁気データをデータ読

取部にて読み取るカードリーダのデータ読取方法におい

て、データ読取部からの出力レベルを所定の読取判定基

準値と比較し（ステップ２：Ｓ２）、データを読み取れ

なかったときには読取判定基準値を変更する（ステップ

３：Ｓ３）。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
磁 気 ス ト ラ イ プ を 有 す る カ ー ド を 人 為 的 に カ ー ド 挿 入 部 に 挿 入 し 、 こ の 挿 入 時 ま た は 引 抜
き 時 の 少 な く と も 一 方 に 前 記 磁 気 ス ト ラ イ プ の 磁 気 デ ー タ を デ ー タ 読 取 部 に て 読 み 取 る カ
ー ド リ ー ダ の デ ー タ 読 取 方 法 に お い て 、 前 記 デ ー タ 読 取 部 か ら の 出 力 レ ベ ル を 所 定 の 読 取
判 定 基 準 値 と 比 較 し 、 前 記 デ ー タ を 読 み 取 れ な か っ た と き に は 前 記 読 取 判 定 基 準 値 を 変 更
す る こ と を 特 徴 と す る カ ー ド リ ー ダ の デ ー タ 読 取 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 読 取 判 定 基 準 値 は 通 常 は 低 感 度 に 設 定 し て あ る と 共 に 、 読 み 取 れ な い 時 は 高 感 度 の 設
定 に 変 更 し 、 再 び 読 み 取 れ な い 時 は 再 び 低 感 度 に 設 定 し 、 以 後 、 読 み 取 れ な い 時 は 高 感 度
と 低 感 度 と に 繰 り 返 し 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の カ ー ド リ ー ダ の デ ー タ 読
取 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
磁 気 ス ト ラ イ プ を 有 す る カ ー ド を 人 為 的 に カ ー ド 挿 入 部 に 挿 入 し 、 こ の 挿 入 時 ま た は 引 抜
き 時 の 少 な く と も 一 方 に 前 記 磁 気 ス ト ラ イ プ の 磁 気 デ ー タ を デ ー タ 読 取 部 に て 読 み 取 る カ
ー ド リ ー ダ に お い て 、 前 記 デ ー タ 読 取 部 か ら の 出 力 レ ベ ル を 所 定 の 読 取 判 定 基 準 値 と 比 較
し 、 前 記 デ ー タ を 読 み 取 れ な か っ た と き に は 前 記 読 取 判 定 基 準 値 を 変 更 す る 基 準 値 変 更 手
段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る カ ー ド リ ー ダ 。
【 請 求 項 ４ 】
磁 気 ス ト ラ イ プ を 有 す る カ ー ド を 人 為 的 に カ ー ド 挿 入 部 に 挿 入 し 、 こ の 挿 入 時 ま た は 引 抜
き 時 の 少 な く と も 一 方 に 前 記 磁 気 ス ト ラ イ プ の 磁 気 デ ー タ を デ ー タ 読 取 部 に て 読 み 取 る カ
ー ド リ ー ダ の デ ー タ 読 取 方 法 に お い て 、 互 い に 異 な る 感 度 の 複 数 の 読 取 判 定 基 準 値 を 予 め
設 定 し て お く と 共 に 前 記 複 数 の 読 取 判 定 基 準 値 が 循 環 的 に 採 用 さ れ る よ う に し 、 前 記 カ ー
ド を 読 み 取 る 毎 に 異 な る 前 記 読 取 判 定 基 準 値 で 前 記 デ ー タ 読 取 部 か ら の 出 力 レ ベ ル と 比 較
す る こ と を 特 徴 と す る カ ー ド リ ー ダ の デ ー タ 読 取 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 カ ー ド を 手 動 で 動 か す こ と に よ り 磁 気 デ ー タ の 読 み 取 り を 行 わ せ る カ ー ド リ ー
ダ に 関 す る 。 さ ら に 詳 述 す る と 、 本 発 明 は 、 磁 気 デ ー タ の 読 み 取 り 方 法 を 改 良 し た カ ー ド
リ ー ダ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
磁 気 ス ト ラ イ プ を 有 す る カ ー ド を 人 為 的 に カ ー ド 挿 入 部 に 挿 入 し 、 こ の 挿 入 時 あ る い は 引
抜 き 時 に 磁 気 ス ト ラ イ プ の 磁 気 デ ー タ を デ ー タ 読 取 部 に て 読 み 取 る 手 動 式 の カ ー ド リ ー ダ
が あ る 。 こ の 種 の カ ー ド リ ー ダ で は 、 機 械 自 体 が 読 み 取 り 作 業 の 再 施 行 を 行 う こ と が で き
な い た め 、 読 み 取 り は １ 回 の み 行 う こ と を 前 提 に 唯 一 の 読 取 判 定 基 準 値 が 設 定 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
読 取 判 定 基 準 値 と は 、 読 み 取 っ た 信 号 が 復 調 す べ き 信 号 か ど う か の レ ベ ル を 判 定 す る た め
の 基 準 値 、 例 え ば 読 取 ピ ー ク 検 出 感 度 や 読 取 信 号 ス ラ イ ス レ ベ ル で あ る 。 読 取 ピ ー ク 検 出
感 度 を 上 げ た り 読 取 信 号 ス ラ イ ス レ ベ ル を 下 げ る と 、 減 磁 し た り 折 り 曲 げ た り し た カ ー ド
の 読 み 取 り に 効 果 的 に な る が 、 外 来 ノ イ ズ に 対 し て 敏 感 に な っ て 悪 影 響 を 受 け 易 く な っ て
し ま う 。 逆 に 、 読 取 ピ ー ク 検 出 感 度 を 下 げ た り 読 取 信 号 ス ラ イ ス レ ベ ル を 上 げ る と 、 外 来
ノ イ ズ の 悪 影 響 を 受 け に く く な る が 、 減 磁 し た り 折 り 曲 げ た り し た カ ー ド の 読 み 取 り は 良
く な い 。 こ の た め 、 こ れ ら の 性 質 を 考 慮 し 、 ノ イ ズ と 読 取 信 号 の 出 力 レ ベ ル と を 相 関 的 に
考 え て 、 経 験 に 基 づ い た 読 取 判 定 基 準 値 が 採 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 述 し た カ ー ド リ ー ダ で は 、 １ つ の 読 取 判 定 基 準 値 し か 有 し て い な い の で
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、 正 常 な 操 作 を し た に も 拘 ら ず 読 み 取 り で き な か っ た カ ー ド は 何 回 試 行 し て も 読 む こ と が
で き ず 、 磁 気 デ ー タ の 読 取 率 を 高 く す る こ と が 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 読 取 率 を 高 め る こ と が で き る カ ー ド リ ー ダ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
か か る 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 磁 気 ス ト ラ イ プ を 有 す る カ ー ド を 人
為 的 に カ ー ド 挿 入 部 に 挿 入 し 、 こ の 挿 入 時 ま た は 引 抜 き 時 の 少 な く と も 一 方 に 磁 気 ス ト ラ
イ プ の 磁 気 デ ー タ を デ ー タ 読 取 部 に て 読 み 取 る カ ー ド リ ー ダ の デ ー タ 読 取 方 法 に お い て 、
デ ー タ 読 取 部 か ら の 出 力 レ ベ ル を 所 定 の 読 取 判 定 基 準 値 と 比 較 し 、 デ ー タ を 読 み 取 れ な か
っ た と き に は 読 取 判 定 基 準 値 を 変 更 す る よ う に し て い る 。 ま た 、 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、
磁 気 ス ト ラ イ プ を 有 す る カ ー ド を 人 為 的 に カ ー ド 挿 入 部 に 挿 入 し 、 こ の 挿 入 時 ま た は 引 抜
き 時 の 少 な く と も 一 方 に 磁 気 ス ト ラ イ プ の 磁 気 デ ー タ を デ ー タ 読 取 部 に て 読 み 取 る カ ー ド
リ ー ダ に お い て 、 デ ー タ 読 取 部 か ら の 出 力 レ ベ ル を 所 定 の 読 取 判 定 基 準 値 と 比 較 し 、 デ ー
タ を 読 み 取 れ な か っ た と き に は 読 取 判 定 基 準 値 を 変 更 す る 基 準 値 変 更 手 段 を 備 え る よ う に
し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し た が っ て 、 デ ー タ を 読 み 取 れ な か っ た と き に は 読 取 判 定 基 準 値 を 変 更 す る の で 、 操 作 者
が 再 び 試 行 し た と き に 読 み 取 れ る 可 能 性 が あ る 。 よ っ て 、 従 来 の よ う に 読 取 判 定 基 準 値 を
変 更 し な い 場 合 に 比 べ て カ ー ド の 読 取 率 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の カ ー ド リ ー ダ の デ ー タ 読 取 方 法 に お い て 、
読 取 判 定 基 準 値 は 通 常 は 低 感 度 に 設 定 し て あ る と 共 に 、 読 み 取 れ な い 時 は 高 感 度 の 設 定 に
変 更 し 、 再 び 読 み 取 れ な い 時 は 再 び 低 感 度 に 設 定 し 、 以 後 、 読 み 取 れ な い 時 は 高 感 度 と 低
感 度 と に 繰 り 返 し 設 定 す る よ う に し て い る 。 し た が っ て 、 読 取 判 定 基 準 値 は ２ 種 類 で 足 り
る の で 装 置 を 簡 易 な も の に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
更 に 、 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に か か る カ ー ド リ ー ダ の デ ー タ 読 取 方 法 は 、 磁 気 ス ト ラ イ プ を
有 す る カ ー ド を 人 為 的 に カ ー ド 挿 入 部 に 挿 入 し 、 こ の 挿 入 時 ま た は 引 抜 き 時 の 少 な く と も
一 方 に 磁 気 ス ト ラ イ プ の 磁 気 デ ー タ を デ ー タ 読 取 部 に て 読 み 取 る カ ー ド リ ー ダ の デ ー タ 読
取 方 法 に お い て 、 互 い に 異 な る 感 度 の 複 数 の 読 取 判 定 基 準 値 を 予 め 設 定 し て お く と 共 に こ
れ ら 複 数 の 読 取 判 定 基 準 値 が 循 環 的 に 採 用 さ れ る よ う に し 、 カ ー ド を 読 み 取 る 毎 に 異 な る
読 取 判 定 基 準 値 で デ ー タ 読 取 部 か ら の 出 力 レ ベ ル と 比 較 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 場 合 に は 、 読 み 取 り 結 果 に 拘 わ ら ず 、 読 取 判 定 基 準 値 を 複 数 の 感 度 例 え ば 低 感 度 か ら
高 感 度 あ る い は 高 感 度 か ら 低 感 度 へ と 循 環 的 に 設 定 変 更 さ れ る た め 、 上 位 装 置 か ら の 指 令
を 受 け ず に カ ー ド の 読 み 取 り を 実 行 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 構 成 を 図 面 に 示 す 実 施 形 態 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ２ ～ 図 ５ に 本 発 明 の カ ー ド リ ー ダ １ の 実 施 の 一 形 態 を 示 す 。 こ の カ ー ド リ ー ダ １ は 、 磁
気 ス ト ラ イ プ を 有 す る カ ー ド １ ０ ５ を 人 為 的 に カ ー ド 挿 入 部 に 挿 入 し 、 こ の 挿 入 時 ま た は
引 抜 き 時 の 少 な く と も 一 方 に 磁 気 ス ト ラ イ プ の 磁 気 デ ー タ を デ ー タ 読 取 部 ２ に て 読 み 取 る
も の で あ る 。 そ し て 、 カ ー ド リ ー ダ １ は 、 デ ー タ 読 取 部 ２ か ら の 出 力 レ ベ ル を 所 定 の 読 取
判 定 基 準 値 と 比 較 し 、 デ ー タ を 読 み 取 れ な か っ た と き に は 読 取 判 定 基 準 値 を 変 更 す る 基 準
値 変 更 手 段 ３ を 備 え る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
デ ー タ 読 取 部 ２ は 、 磁 気 ス ト ラ イ プ か ら の 情 報 を 読 み 取 る 磁 気 ヘ ッ ド １ １ ０ と 、 磁 気 ヘ ッ
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ド １ １ ０ か ら の 信 号 を 増 幅 す る 再 生 信 号 増 幅 回 路 ４ と を 備 え て い る 。 カ ー ド リ ー ダ １ は 、
デ ー タ 読 取 部 ２ お よ び 基 準 値 変 更 手 段 ３ の 他 に 、 基 準 値 変 更 手 段 ３ に 接 続 さ れ る と 共 に 再
生 信 号 増 幅 回 路 ４ で 増 幅 さ れ た 信 号 の 波 形 を 整 形 す る 波 形 整 形 回 路 ５ と 、 整 形 さ れ た 信 号
を 復 調 す る 復 調 回 路 ６ と 、 全 体 の 動 作 を 制 御 す る Ｃ Ｐ Ｕ ７ と 、 再 生 デ ー タ を 記 憶 す る 記 憶
回 路 ８ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
基 準 値 変 更 手 段 ３ は 、 感 度 切 り 換 え 回 路 と し て い る 。 再 生 信 号 増 幅 回 路 ４ と 波 形 整 形 回 路
５ と 基 準 値 変 更 手 段 ３ と の 一 例 を 図 ３ に 示 す 。 こ こ で は 、 基 準 値 変 更 手 段 ３ で の 感 度 切 換
ス イ ッ チ ９ を オ ン す る こ と に よ り コ ン デ ン サ １ ０ が 接 続 さ れ て 低 感 度 に な り 、 逆 に 感 度 切
換 ス イ ッ チ ９ を オ フ す る こ と に よ り 高 感 度 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ こ で 、 低 感 度 設 定 と は 、 図 ４ （ Ａ ） に 示 す よ う に 閾 値 の 幅 １ １ が 大 き く 、 ノ イ ズ の 多 い
環 境 下 で の 使 用 時 や 、 書 き 込 み 状 態 が ノ イ ズ 成 分 を 多 く 含 ん で い る カ ー ド を 読 み 取 る と き
に 適 し た 設 定 で あ る 。 ま た 、 高 感 度 設 定 と は 、 図 ４ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 閾 値 の 幅 １ １ が 小
さ く 、 消 磁 し た カ ー ド や 折 れ た り 打 痕 が あ っ た り ゴ ミ が 付 着 し て い て 磁 気 再 生 出 力 が 低 い
カ ー ド を 読 み 取 る と き に 適 し た 設 定 で あ る 。 た だ し 、 い ず れ の 設 定 で あ っ て も 、 ノ イ ズ 量
が 通 常 の 範 囲 内 の 環 境 下 で 正 常 な カ ー ド を 使 用 す る 時 に は 磁 気 デ ー タ を 読 み 取 り 可 能 な も
の と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
読 取 判 定 基 準 値 は 通 常 は 低 感 度 に 設 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 読 み 取 り 操 作 に よ っ て デ ー タ
を 読 み 取 れ な い 時 は 高 感 度 の 設 定 に 変 更 し 、 再 び 読 み 取 れ な い 時 は 再 び 低 感 度 に 設 定 し 、
以 後 、 読 み 取 れ な い 時 は 高 感 度 と 低 感 度 と に 繰 り 返 し 設 定 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 こ の カ ー ド リ ー ダ １ は 、 図 ５ に 示 す よ う に Ｄ Ｉ Ｐ 式 の Ｉ Ｃ カ ー ド リ ー ダ １ と し て い
る 。 こ の カ ー ド リ ー ダ １ で は 、 カ ー ド 挿 入 口 の 近 傍 に 磁 気 ヘ ッ ド １ １ ０ が 配 置 さ れ て い る
。 挿 入 さ れ た カ ー ド １ ０ ５ は 、 磁 気 ヘ ッ ド １ １ ０ で 磁 気 デ ー タ が 読 み 取 ら れ な が ら 奥 側 に
押 し 込 ま れ る 。 そ し て 、 カ ー ド １ ０ ５ の 引 抜 き 時 に も 磁 気 デ ー タ の 読 み 取 り が 行 わ れ る 。
こ こ で は 、 挿 入 時 と 引 抜 き 時 と の 読 取 判 定 基 準 値 は 同 じ も の と し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
そ し て 、 Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ ５ の コ ン タ ク ト 端 子 パ タ ー ン に Ｉ Ｃ 接 点 ば ね を 接 触 さ せ る た め に
、 Ｉ Ｃ 接 点 ブ ロ ッ ク １ ０ １ を リ ン ク １ ０ ２ ， １ ０ ３ に よ っ て カ ー ド 走 行 路 １ ０ ４ に 突 出 可
能 に 支 持 す る と 共 に 、 Ｉ Ｃ 接 点 ブ ロ ッ ク １ ０ １ に 度 当 た り １ ０ ８ を 形 成 し 、 Ｉ Ｃ カ ー ド １
０ ５ の 挿 入 に よ っ て Ｉ Ｃ 接 点 ブ ロ ッ ク １ ０ １ を 押 し 下 げ て 接 触 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
Ｉ Ｃ 接 点 ブ ロ ッ ク １ ０ １ は ス プ リ ン グ １ ０ ６ に よ っ て カ ー ド 挿 入 方 向 の 手 前 側 に 引 き 寄 せ
ら れ て お り 、 挿 入 さ れ た Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ ５ は 度 当 た り １ ０ ８ に 当 た っ て ス プ リ ン グ １ ０ ６
を 伸 ば し な が ら Ｉ Ｃ 接 点 ブ ロ ッ ク １ ０ １ を 移 動 さ せ る 。 し た が っ て 、 Ｉ Ｃ 接 点 ブ ロ ッ ク １
０ １ は Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ ５ と 一 緒 に 移 動 し な が ら 徐 々 に 下 降 し 、 Ｉ Ｃ 接 点 ば ね １ ０ ７ を Ｉ Ｃ
カ ー ド １ ０ ５ の コ ン タ ク ト 端 子 パ タ ー ン に 接 触 さ せ る 。 Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ ５ が Ｉ Ｃ 接 点 ブ ロ
ッ ク １ ０ １ の 度 当 た り １ ０ ８ に 当 た る こ と で 正 確 に 位 置 決 め さ れ て い る の で 、 Ｉ Ｃ 接 点 ブ
ロ ッ ク １ ０ １ の Ｉ Ｃ 接 点 ば ね １ ０ ７ は 対 応 す る Ｉ Ｃ カ ー ド １ ０ ５ の コ ン タ ク ト 端 子 パ タ ー
ン に 正 確 に 接 触 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 述 し た カ ー ド リ ー ダ １ の 動 作 の 一 例 を 図 １ に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト に 沿 っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
操 作 者 が １ 回 目 の カ ー ド 読 み 取 り 操 作 を 行 う （ ス テ ッ プ １ ： Ｓ １ ） 。 そ し て 、 デ ー タ 読 取
部 ２ か ら の 出 力 レ ベ ル を 、 低 感 度 に 設 定 さ れ た 読 取 判 定 基 準 値 と 比 較 す る 。 そ し て 、 そ の
出 力 レ ベ ル １ ２ が 読 取 判 定 基 準 値 を 越 え ず 閾 値 の 幅 １ １ か ら 出 な い と き は （ 図 ４ （ Ａ ） 中
の 領 域 Ａ ） 、 デ ー タ を 読 み 取 れ ず （ ス テ ッ プ ２ ： Ｓ ２ ） 出 力 値 １ ３ は 一 定 に な る 。 こ の と
き は 読 取 判 定 基 準 値 を 変 更 す る （ ス テ ッ プ ３ ： Ｓ ３ ） 。 す な わ ち 、 基 準 値 変 更 手 段 ３ の 感

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-362177 A 2004.12.24



度 切 換 ス イ ッ チ ９ が オ フ さ れ て 、 読 取 判 定 基 準 値 は 高 感 度 に 設 定 さ れ 、 閾 値 の 幅 １ １ が 小
さ く な る （ 図 ４ （ Ｂ ） ） 。 こ れ に よ り 、 挿 入 時 と 引 抜 き 時 と の 両 方 の 読 取 判 定 基 準 値 が 高
感 度 に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
そ し て 、 １ 回 目 で 読 み 取 れ な か っ た こ と に よ り 操 作 者 が 自 発 的 に ２ 回 目 の 読 み 取 り 操 作 を
行 っ た と き は （ ス テ ッ プ ４ ： Ｓ ４ ） 、 １ 回 目 と は 異 な っ た 読 取 判 定 基 準 値 に よ り 判 定 さ れ
る こ と に な る 。 そ の 結 果 、 カ ー ド １ ０ ５ か ら デ ー タ を 読 み 取 り 可 能 に な る こ と が あ る （ ス
テ ッ プ ５ ： Ｓ ５ ） 。 す な わ ち 、 ２ 回 目 の 読 み 取 り で の 出 力 レ ベ ル １ ２ が 読 取 判 定 基 準 値 を
越 え て 閾 値 の 幅 １ １ か ら 出 れ ば （ 図 ４ （ Ｂ ） 中 の 領 域 Ｂ ） 、 デ ー タ を 読 み 取 る こ と が で き
、 正 し い 出 力 値 １ ３ を 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
２ 回 目 の 読 み 取 り 操 作 で 読 み 取 れ な い 場 合 は 再 び 低 感 度 に 設 定 し 、 以 後 、 読 み 取 れ な い 時
は 高 感 度 と 低 感 度 と に 繰 り 返 し 設 定 す る 。 ま た 、 例 え ば ３ ０ 秒 間 操 作 が 無 か っ た と き は 操
作 者 が 代 わ っ た も の と 判 断 し て 、 読 取 判 定 基 準 値 を 初 期 値 、 即 ち 低 感 度 に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
さ ら に 、 ２ 回 目 以 降 の 読 み 取 り 操 作 時 に デ ー タ を 読 み 取 れ た 場 合 は 、 そ の と き の 読 取 判 定
基 準 値 が 高 感 度 と 低 感 度 の い ず れ で あ っ て も 再 び 低 感 度 に 設 定 し て 次 の 読 み 取 り 操 作 を 待
機 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 実 施 形 態 の カ ー ド リ ー ダ １ に よ れ ば 、 操 作 が 一 定 時 間 行 わ れ な い こ と に よ り 読 取 判 定 基
準 値 が 初 期 値 に な る の で 、 い ず れ の 操 作 者 も １ 回 目 の 読 み 取 り 操 作 時 に は 同 じ 読 取 判 定 基
準 値 で 判 定 さ れ る よ う に で き る 。 よ っ て 、 こ の 読 取 判 定 基 準 値 の 初 期 値 を 従 来 と 同 様 の 値
に 設 定 し て お く こ と に よ り 、 従 来 か ら の 読 み 取 り 性 能 を 損 な う こ と な く 、 読 取 率 を 高 め る
こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
な お 、 上 述 の 実 施 形 態 は 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 一 例 で は あ る が こ れ に 限 定 さ れ る も の で は
な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 変 形 実 施 可 能 で あ る 。 例 え ば 上 述 の 実
施 形 態 で は 、 読 み 取 れ な か っ た と き に 読 取 判 定 基 準 値 を 切 り 替 え る よ う に し て い る が 、 こ
れ に 限 ら れ ず 、 互 い に 異 な る 感 度 の 複 数 の 読 取 判 定 基 準 値 、 例 え ば 低 感 度 と 高 感 度 と の 読
取 判 定 基 準 値 を 予 め 設 定 し て お く と 共 に こ れ ら 複 数 の 読 取 判 定 基 準 値 が 循 環 的 に 採 用 さ れ
る よ う に し 、 カ ー ド を 読 み 取 る 毎 に 異 な る 読 取 判 定 基 準 値 で デ ー タ 読 取 部 か ら の 出 力 レ ベ
ル と 比 較 す る よ う に す る こ と も 可 能 で あ る 。 例 え ば 低 感 度 と 高 感 度 と の ２ つ の 読 取 判 定 基
準 値 を 予 め 設 定 し て お く 場 合 に は 、 低 感 度 か ら 高 感 度 あ る い は 高 感 度 か ら 低 感 度 へ と 循 環
的 に 設 定 変 更 す る こ と に よ り 、 多 く て も ２ 回 の カ ー ド 挿 入 操 作 で カ ー ド の 読 み 取 り を 実 行
で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 上 述 の 実 施 形 態 で は 、 挿 入 時 と 引 抜 き 時 と で 同 じ 読 取 判 定 基 準 値 で 読 み 取 り を 行 っ
て い る が 、 こ れ に は 限 ら れ ず 挿 入 時 と 引 抜 き 時 と で 異 な る 読 取 判 定 基 準 値 を 使 用 し て も 良
い 。 例 え ば １ 回 目 の 挿 入 時 は 低 感 度 設 定 、 １ 回 目 の 引 抜 き 時 は 高 感 度 設 定 、 ２ 回 目 の 挿 入
時 は 高 感 度 設 定 、 ２ 回 目 の 引 抜 き 時 は 低 感 度 設 定 、 ３ 回 目 以 降 は １ ， ２ 回 目 の 設 定 を 繰 り
返 す よ う に す る 。 あ る い は 、 挿 入 時 ま た は 引 抜 き 時 の 一 方 の み で 読 み 取 り を 行 う よ う に し
て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 で は Ｄ Ｉ Ｐ 式 の カ ー ド リ ー ダ １ と し て い る が 、 こ れ に は 限 ら れ ず ス ワ イ
プ 式 で あ っ て も 良 い 。 こ の 場 合 、 例 え ば １ 回 目 の 操 作 時 は 低 感 度 設 定 、 ２ 回 目 の 操 作 時 は
高 感 度 設 定 、 ３ 回 目 以 降 は １ ， ２ 回 目 の 設 定 を 繰 り 返 す よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は ３ ０ 秒 間 操 作 が 無 か っ た と き は 読 取 判 定 基 準 値 を 初 期 値 に 設 定 し
て い る が 、 長 さ は ３ ０ 秒 に は 限 ら れ ず 適 宜 設 定 す る こ と が で き る 。 あ る い は 、 セ ン サ な ど
を 用 い て 操 作 者 が 変 更 し た こ と を 検 出 し た と き に 読 取 判 定 基 準 値 を 初 期 値 に 設 定 す る よ う
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に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は ２ 回 目 以 降 の 読 み 取 り 操 作 時 に 読 み 取 れ た 場 合 は 読 取 判 定 基
準 値 を 低 感 度 に 設 定 し て い る が 、 こ れ に は 限 ら れ ず 読 み 取 り で き た 読 取 判 定 基 準 値 を そ の
ま ま 利 用 し て 次 の 読 み 取 り 操 作 を 待 機 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
そ し て 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 基 準 値 変 更 手 段 ３ は 感 度 切 り 換 え 回 路 と し て い る が 、 こ れ
に は 限 ら れ ず 例 え ば 図 ６ に 示 す よ う な ス ラ イ ス レ ベ ル 変 更 回 路 と し て も 良 い 。 す な わ ち 、
磁 気 再 生 出 力 の 増 幅 波 形 に 対 し て ス ラ イ ス レ ベ ル を 設 定 し て 波 形 整 形 す る よ う に し 、 こ の
ス ラ イ ス レ ベ ル の 値 を 変 更 す る こ と で 感 度 を 切 り 換 え る よ う に す る 。 図 ６ に 示 す 回 路 で は
、 感 度 切 換 ス イ ッ チ ９ を オ ン す る と ス ラ イ ス レ ベ ル が 狭 く な っ て 高 感 度 に な り 、 ま た 切 換
ス イ ッ チ を オ フ す る と ス ラ イ ス レ ベ ル が 広 く な っ て 低 感 度 に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
さ ら に 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 基 準 値 変 更 手 段 ３ は 読 取 判 定 基 準 値 を ２ 種 類 に 設 定 し て
い る が 、 こ れ に は 限 ら れ ず ３ 種 類 以 上 に 設 定 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 請 求 項 １ 記 載 の カ ー ド リ ー ダ の デ ー タ 読 取 方 法 お よ び 請
求 項 ３ 記 載 の カ ー ド リ ー ダ に よ れ ば 、 デ ー タ を 読 み 取 れ な か っ た と き に は 読 取 判 定 基 準 値
を 変 更 す る の で 、 操 作 者 が 再 び 試 行 し た と き に 読 み 取 れ る 可 能 性 が あ る 。 よ っ て 、 従 来 の
よ う に 読 取 判 定 基 準 値 を 変 更 し な い 場 合 に 比 べ て カ ー ド の 読 取 率 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 請 求 項 ２ 記 載 の カ ー ド リ ー ダ の デ ー タ 読 取 方 法 に よ れ ば 、 読 取 判 定 基 準 値 は ２ 種 類
で 足 り る の で 装 置 を 簡 易 か つ 安 価 な も の に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
更 に 、 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に か か る カ ー ド リ ー ダ の デ ー タ 読 取 方 法 に よ れ ば 、 読 み 取 り 結
果 に 拘 わ ら ず 、 読 取 判 定 基 準 値 を 複 数 の 感 度 の 読 取 判 定 基 準 値 、 例 え ば 低 感 度 か ら 高 感 度
あ る い は 高 感 度 か ら 低 感 度 へ と 循 環 的 に 設 定 変 更 す る こ と に よ り 、 カ ー ド の 読 み 取 り の 都
度 、 上 位 装 置 か ら の 指 令 を 受 け ず に カ ー ド カ ー ト デ ー タ を 読 み 取 る こ と が で き る こ と か ら
、 読 み 取 り の 効 率 を さ ら に 上 げ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の カ ー ド リ ー ダ の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ 】 カ ー ド リ ー ダ を 示 す 概 略 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 基 準 値 変 更 手 段 と し て の 感 度 切 り 換 え 回 路 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 デ ー タ 読 取 部 か ら の 出 力 レ ベ ル と 閾 値 の 関 係 、 並 び に こ れ ら と 判 定 後 の 出 力 値 と
の 関 係 を 示 す 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 低 感 度 設 定 、 （ Ｂ ） は 高 感 度 設 定 の 場 合 で あ る 。
【 図 ５ 】 カ ー ド リ ー ダ を 示 す 概 略 の 縦 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 基 準 値 変 更 手 段 と し て の ス ラ イ ス レ ベ ル 変 更 回 路 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 カ ー ド リ ー ダ
２ 　 デ ー タ 読 取 部
３ 　 基 準 値 変 更 手 段
１ ０ ５ 　 カ ー ド
１ １ ０ 　 磁 気 ヘ ッ ド
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(7) JP 2004-362177 A 2004.12.24



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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